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 佐藤一郎の前掲書、p.60 より一部抜粋。 


































                                                   










































































































































































〔揮発性油〕の種類を記す(表 1) 。 
 
                                                   









媒剤 乾性油 亜麻仁油 20〔Linseed oil〕  
芥子油 21〔Poppy oil〕 

















                                                   
20 最も重要な植物性乾性油で、麻〔亜麻〕の繊維をとるのと同じ植物亜麻の種子より得る。
 亜麻の写真          
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9E_(%E6%A4%8D%E7%89%A9)より転




































































































































































年不詳 半日閑話 大田南畝 密陀油製法。荏油に密陀僧を入れる処方。 
文政 9 年
(1826) 












植學啓原 宇田川榕菴 バルサムは樹脂分に精油を含んだものと記述。 
天保 4 年
(1833) 









































の編纂を始めた。この翻訳事業は弘化 2 年(1845)頃まで 30 年以上にわたって行われた。しか
し、この翻訳百科事典は出版されることはなく、洋学所、蕃書調所、洋書調所、開成所と受け
継がれた。その後、昭和 12 年(1937)に静岡県立葵文庫よりようやく出版された 27。その後、














「此物『ハルス』脂にして色白く 或ハ黄 白 質硬く透明 佳香あり・・・ 
又画家 髹 匠
フルラツケルス




ス〔ワニス “Lak Virnis”(蘭)〕に多く用いるという。 
  
                                                   






(以上 2010 年 6 月 2 日) 





















れず 是斗りを煎るなり ・・・故に唐がらしは火氣をすふこと早く 又乾すの能あれば 
唐がらしを入れて油に其氣をうつせば油のかわき早きがゆえなり。・・・ 
 一 唐ノ土 五分・・・ 
  一 密陀僧 一匁 密陀僧の木性〔本性のことか〕は金の爐かすなり 金を製したる爐か
すを密陀僧といふ 此もの干かたを早くし油をすこやかにするなり 
 一 活石〔詳細不明〕・・・ 
 一 薫緑〔乳香のことか〕五匁・・・ 


















  「一 エノ油〔荏油〕三合 一 密陀僧六分 一 明礬壱分五厘 右煮詰候上 一 樟脳
六分加へる」36 
 

















年 6 月 8 日) 


































(1770~ 1835)39は文政 2 年(1819)に蘭書をもとにした薬の解説『和蘭薬鏡』を







  「亞麻子 『リニュム、サチヒュム』羅〔ラテン語〕 『レインサード』蘭 
  ○藥舗ニ胡麻仁ト呼ブ 








  「乳香 『マスチキ』『マスチクス』羅・・・」 
 
とあり、亜麻仁やマスチックが薬用として輸入されていたことが分かる。亜麻仁油は、種子の
                                                   
37 物産家、島津候、上杉候、水戸候に仕えた。日本随筆大成編纂部編、「中陵漫録」、『日本随
























































年 6 月 18 日) 
42 渡辺崋山、「客坐掌記」、『覆刻渡辺崋山真景・写生帖集成』、1976、平凡社教育産業センター、
巻末。 












ニ邦俗ニ隠光漆 或 蜜陀漆ト稱ス 
   固油ニ酸化鉛等ノ如キ酸化金屬ヲ加ヘ煮レバ 大氣ニ乾ク性ノ油ト為ル 






シ ェ ー レ



















  「第二百八十六章 樹脂 
  レシナー〔不明〕、ハルス 
華爾斯多キ植物ノ皮ヲ毀傷スレバ 傷口ヨリ華爾斯流出テ凝固ス 即チ乳香 微羅屈 
列應攝華尓斯ノ如シ 質乾固ニシテ碎ケ易ク 火ニ投スレハ爇ユ 
○亞爾箇兒ニ溶ケ水ニハ溶ケズ 亞爾箇兒ニ溶ケタル液ニ水ヲ加フレバ華爾斯復タ分レ
テ沈降ス按ニ 葯刺巴華尓斯
ヤ ラ ッ パ ハ ル ス
ヲ分ツ法等ハ 此理ニ基ケリ」 
                                                                                                                                                     
Ypey”( 1749~1822)蘭訳、増註の“CHEMIE voor Beginnende Liefhebbers”『科学入門』に定
め、さらに榕菴自身の見解を加えたものである。 
田中実校注、『舎密開宗 宇田川榕菴 復刻と現代語訳・注』、講談社、1975、p.545。
http://members.jcom.home.ne.jp/hide.yoshimoto/Yoan.html(2010 年 6 月 1 日) 
44 「内編」六編及び「外編」一編からなる。この内、「内編」の四編までが、天保八年(1837








 樹脂の用途については、      
 
  「第二百八十七章 樹脂の用途 
  ・・・第三屬ハ 莫爾亶斯
モ ル ダ ン ス
ト名ク 精油 的列並帝那油ニテ製ス 彩畫ニ用フ・・・ 
○今爰ニ其第一屬第一種ノ方ヲ録ス 
其方 亜爾箇兒三十二錢 乳香六錢 杜松脂〔ネズの油、ヒノキ科ビャクシン属に属する
針葉樹〕勿搦祭亞的列並帝那 各三錢 玻黎粗末 馬尾羅
ふ る い
ニ篩テ細粉ヲ除ク者四銭 右的列並帝





ニシテ 脂類烊て粘着スルヲ候ヒ 白木ノ 光頭棍
サキノマルキボウ
ニテ撹回シ脂 全然烊了
ルヲ候ヒ 盌ノ半身ヲ熱湯ニ浸シ的列並帝那ヲ加ヘ 烊シ 四分時ノ後湯ヨリ出シ 冷
ルマデ撹セ 明日綿布ニテ絞リ濾ス  
○玻黎粗末ハ溶化シテ 劑ニ和スル者ニ非スト雖モ 此沙々糙々ノ質ニ由テ 脂類ノ凝























  「・・・子〔種子〕ヲ収メ油ニ搾リ、雨衣雨傘ノ用ニ供ジ、チャンヲ製ス・・・」とある。 
 




で、享和 3 年(1803)から文化 3 年(1806)にかけて刊行された。その後、版木が焼失し、弘化
4 年(1847)から嘉永 3 年(1850)にかけて出版されたのが、『本草綱目啓蒙 重訂版』である。 
小野蘭山、「本草綱目啓蒙１」、『東洋文庫 531』、平凡社、1991、pp-20-44。 
初版本に若干の加筆があるという。 




















































































































































































年〔頃〕 書籍 翻訳、呼称、内容 
文化 8 年
(1811) 
厚生新編 油画に用いる。 亞麻油〔レインオーリー（蘭）〕 
文化 11 年
(1814) 
西洋畫談 蝋畫油製法。 荏油 
年不詳 半日閑話 密陀油製法。 荏油〔五の油、エノ油〕 
文政 9 年
(1826) 









客坐掌記 油画に用いる。 阿麻仁油〔麻油〕 
天保 8 年
(1837) 






































































新訂増補和蘭薬鏡 薬用としてのを輸入。 乳香〔マスチキ、マスチクス〕 
天保 4 年
(1833) 
植學啓原 樹脂分に精油を含んだものと記述。 バルサム 
天保 4 年
(1833) 
客坐掌記 油画に用いる。 マスチック 
天保 8 年
(1837) 





































































































明治 2 年 
(1869) 














                                                   
56 幕末の厳密な定義はないようであるが、嘉永 6 年(1853)の黒船来航以後、明治維新までとし



























































                                                   
57翻訳家・英文学者。美濃大垣の医師飯沼慾斎の息子（三男）で後に宇田川榕菴の養子。
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E7%94%B0%E5%B7%9D%E8%88%88%E6%






  ○此和劑ヲ塗リタル鐡器ハ外氣ニ曝置シ 或ハ數々海水ニ涵スモ経年變ズルコトナシ 
 
次に、『萬寶新書 二篇』から「密陀假漆





ギ 徐々ニ煮テ 其上面微シク 滾動
こんどう
ヲ始ムルニ至ラバ 手ヲ住メズ撹混シ 宛銀密陀六
羅度鉛丹ニ羅度ヲ是レニ加エ 八 暋 □
ミニュート
間煎熱シテ 又煮沸帝烈並底那一羅度 □布羅
カ ム フ ル
三





















シ ケ ル ラ ッ ク




ヘ ネ チ ヤ テ レ ビ ン テ イ ナ














ヲ用テ膀胱ニ一細眼ヲ穿ツベシ 砂鍋上ニ温メ 次ヒデ 刺賢垤児油 及ヒ熔化セル脂類 杉脂
〔杉脂
さ ん し














































































其故は 乾燥速にして 長く剥脱せさると 極寒に至て 凝固せす 顔料を調して 更
に粘質を残すことなし。 
其 彩色の料となす油は 絞りて久く貯ひ 別に精絞したる透明なるものを上トす。 
此のことき油を求むるにハ 尋常新製の油に 其価倍するも 尚厭ふべからさるも 
其益多きを以也。  
如何となれハ 精製油ハ透明にして 既に多分の水分を失ふゆひに 煎熬の時に當りて
更害なし。 



























白中和塩を加ふる法は宜しからず 何となれば 白中和塩は錫の酸化物せる物にして 






又干燥セる顔料を調するに 鉛糖を煎たる油を加ひて 研磨セるを更に宜しとす 
然れども 錫より製したる顔料にハ 宜しからす 
油を煎するにハ 短キ泥炭火を用ゆ 














































































































































































た文政 11 年(1828) 出版の『新訂増補和蘭薬鏡』には、 
 
「亞麻子 『リニュム、サチヒュム』羅 『レインサード』蘭 
  ○藥舗ニ 胡麻仁



























                                                   
66 http://www2.mmc.atomi.ac.jp/web01/Flower%20Information%20by%20Vps/Flower% 
















































方は、ヨーロッパでも 14～15 世紀には見出されていた 70。また、蘭書の翻訳『萬寶新書 初




69青木茂編、「高橋由一君談話」、『高橋由一油画史料』、中央公論美術出版、1984、第 4 冊の 5、
pp.328-331。 
























































72彭城貞徳、「明治洋画の黎明期」、『中央公論』、中央公論社、昭和 13 年(1938)8 月号、pp.239-241。 

































『明治前期油画基礎資料集成 東京藝術大学収蔵作品 図版篇』、1991、p.21。 
                                                   
76 「参考資料 3. 工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号 108。 








「油顔料をもて作る画は 和蘭人ヤン・ハン・エーキ〔Jan Van Eyck(1390 頃~1441)〕人
名 千四百十年に発明する所にして 画料布 木材 金属 ギプス 銅 紙等の上に塼す































































































                                                   





(図 11) 高橋由一、「丁髷姿の自画像」、1867~68 年、油彩、キャンバス、48.0×38.8cm  
山岡コレクション寄託、笠間日動美術館所蔵、 























































                                                   
85青木茂、『油絵初学』、筑摩書房、1987、p.190。 














(図 12) 文久年間高橋由一油絵に使用せし用具の図(長男柳源吉写) 
 
一 行燈皿 較色板代用 
二 漆箆 較色箆代用 
三 牛刀 同 




                                                   




































                                                   
88遣欧使節竹内保徳の一行は、開市開港延期交渉のため、文久元年(1861)12 月 22 日、品川を
出航した。香港、セイロン(スリランカ)を経てスエズ地峡を横断し、マルタ港に寄港して、3
月 5 日マルセイユに到着。使節は、仏、英、蘭、普、露、葡の諸国を歴訪し、使命を果たし
た。9 月 3 日ポルトガルのリスボンを出航し、文久 2 年(1863)12 月 9 日帰国した。 
遣仏使節団(横浜鎖港談判使節)は、横浜を鎖港し貿易を長崎と函館に限定する交渉のため、
池田筑後
い け だ ち く ご
守長発
かみながおき
を正使として、文久 3 年(1864)12 月 29 日横浜を出発した。3 月 10 日マルセ
イユに上陸。3 月 10 日パリに到着。元治元年(1864)7 月 18 日横浜に帰着。 
日本史籍協会編、『遣外使節日記纂 輯
さんしゅう













一 油畫具類品々         一式 
代弐百九拾六ドル七セント        
・・・ 
  右之外に 




   
「〇開成所ヨリ外國局へノ覆答 
  甲子九月 
  巻表「外國方  開成所」 
  此程假御引渡相成候 書籍ならび諸器械とも申上之上 改て御引渡相成候に付 別紙之通
り 請求書差進申候 此段及御達候 
  子九月 
   
〇書籍ならび諸器械ノ収單 
   書籍ならび道具目録 
  ・・・ 
  一 ブリッキ畫の具         拾一 
    但
ただし
 大二ツ 中四ツ 少五ツ 
  一 同大ノ口            一ツ 
    但損し 
  一 瀬戸物入畫の具         一ツ 
  一 ブリッキフラソコ入リ油畫の具  三ツ 
    但 大一ツ 小二ツ 
  一 畫の具             五包 
  一 金泥 銀泥           三十二包  
・・・ 
一 畫の具見本           三包 
・・・ 
一 油畫筆             大小 六束 
一 同筆ハケ            同  二束 
一 ブリッキ入水畫之具       二拾四 
  但 大ノ口 十二 小ノ口 十二 
・・・ 
一 油繪打ハケ 大中小十二本包   三包 
一 水繪具筆  十二本包      八包 
一 銕ベラ   十二本包      二包 
一 丸型ビン入りフルニス      二拾四 
一 大油壷             三 
56 
 
一 小水繪の具筆          四包 
一 腕枕              拾二本 
一 ブリッキ角油壷         拾二 
一 ブリッキ油箱          拾二 
一 ブリッキ油入          拾二 





一 油繪下地紙           五枚 
一 長手ビン            三拾五本 
一 白紙帖             拾帖 
・・・ 



























                                                   






















創めて良全の法を得て 後更に悟る所あり 器具 各色彩料 筆刷等 一切舶来
品を要す 
   











(図 13) 磁器製水彩パレット表面、群馬県立歴史博物館、島榮一氏寄託資料、筆者撮影。 
 
                                                   


































































年〔頃〕 書籍 翻訳、呼称、内容 
文化 8 年
(1811) 
厚生新編 油画に用いる。 亞麻油〔レインオーリー（蘭）〕 
文化 11 年
(1814) 
西洋畫談 蝋畫油製法。 荏油 
年不詳 半日閑話 密陀油製法。 荏油〔五の油、エノ油〕 
文政 9 年
(1826) 









客坐掌記 油画に用いる。 阿麻仁油〔麻油〕 
天保 8 年
(1837) 






















萬寶新書 二篇  密陀假漆の製法。 亜麻仁油を荏油で代用〔亞麻油□
按ルニ荏油代用スベシの記述〕 













着色画術略説  地塗りに用いる。 レイン油 
明治 2 年 
(1869) 










































ったかと考える。この問題は、引き続き 2 章で述べる明治初頭の資料にも見られる。 















新訂増補和蘭薬鏡 薬用として輸入。 乳香〔マスチキ、マスチクス〕 
天保 4 年
(1833) 
植學啓原 樹脂分に精油を含んだものと記述。 バルサム 
天保 4 年
(1833) 
客坐掌記 油画に用いる。 マスチック 
天保 8 年
(1837) 





















萬寶新書 二篇  塗料としてのワニスの製法。 ベニス・ターペンタイン 
マスチック 














































































































                                                   







春風道人 (1864~1947)、明治 38 年(1905)の回想 





































松岡寿、大正 6 年(1917)の回想 
                                                   
101安藤仲太郎、「明治初年の洋畫研究」、『美術評論』、(24 号) 明治 33 年(1900)3 月、pp.11-16。
青木茂編、『明治洋画史料 懐想篇』、中央公論美術出版、1985、pp.54-59。 
102春風道人、「現今の洋画及洋画家」、『東京日日新聞』、明治 38 年(1905)4 月連載、筆者未確認。
青木茂編、前掲書、pp.80-92。 
103 黒頭巾、「明治の油画及び油画家」、『中央公論』大正元年(1912)10 月、pp.119-137。 
青木茂編、『明治洋画史料 記録篇』、中央公論美術出版、1886、pp.323-351。 
104画家、書家で小山正太郎に師事した。 
105 中村不折、「明治初年の西洋畫」、『美術写真画報』、(第 4 号)、大正９年(1920)3 月、筆者未
確認。森口多里、『明治大正の洋画』、東京堂、1941、pp.319-326。 
106川上冬崖やフォンタネージに師事した。 






















にはいかなかった。」109    
 





















                                                   
108 「我が国西洋画の発達」、『教育研究』、第 160 号、大正 6 年 1 月。青木茂他編、『松岡壽研
究』、中央公論美術出版、2002 年、pp。127－136． 
109松岡寿、「明治の洋畫二 明治初年の洋畫に就て」、『美術月報』、(1 巻 9 号)、大正 9 年(1920)5
月、pp.142-144。 
110「日本洋画界回顧」、『美術』、(9 巻 9 号)、昭和 9 年 9 月。青木茂他編、『松岡壽研究』、中央
公論美術出版、2002 年、p。106． 






























                                                   
112淡島寒月、本名淡島宝受朗。日本の作家、画家、古物収集家。 
113淡島寒月、「梵雲庵語り」、『アトリエ』、(2 巻 7 号) 大正 14 年(1925)7 月、筆者未確認。青
木茂編、『明治洋画史料 懐想篇』、pp.227-229。 
114高橋由一門下。 
115彭城貞徳、「明治洋画の黎明期」、『中央公論』、中央公論社、昭和 13 年(1938)8 月号、pp.239-241。 





ブルンチュリ－著、平田東助訳、『国家論 第 2 巻』、島屋一介、1882、p.105。 
 
 
(図 19)明治 9 年の吉川町の地図 
























   





















                                                   








































安藤仲太郎、明治 33 年(1900)の回想 
 








かむずかしい 入鉢〔乳鉢か〕で一週間位摺るが なかなか細かにならない その細かに
したのを 榎油〔荏油か〕で煮ると ぶくぶく天麩羅のようになる それへ燈心を入れて





小山正太郎(1857~1916)、明治 36 年(1903)の回想 
   
「油絵は絵具を自ら製造し・・・」122 
 
春風道人、明治 38 年(1905)の回想 
   





淡島寒月、大正 14 年(1925)の回想 




                                                   
121安藤仲太郎、前掲書、pp.11-16。青木茂編、『明治洋画史料 懐想篇』、pp.54-59。 
122小山正太郎、「先師川上冬崖翁」、『美術新報』、(2-5,6,8,10,11)、明治 36 年(1903)5 月 20 日、




















彭城貞徳、昭和 13 年(1938)の回想 






























   




























































































































































画学及彫像 内田弥一 胡桃油、罌粟油、亜麻仁油 、メギルプ、ターペンタイン〔テレビン
ノ気發油〕 


















































  「新鮮ナル 列印
レ イ ン
油一分ニ四分ノ鉛粉ヲ和シ 玻瓈器ニ塗上シ之ヲ乾カスコト 二十四小










油ニ 零一封度ノ「オルコネット」根 或ハ「アルコネット」ト称ス ヲ新ナル












ズレバ 常ニ柔軟ニシテ 粘合ニ害ナク及ヒ諸酸ニ傷セラレザル好「リュチュム」トナル  











































「・・・固着藥トシテ用ユルハ油漆ナリ 其油漆ハ 列印油 ノーテン油〔“noten”(蘭)ナッツ


























http://crd.ndl.go.jp/GENERAL/servlet/detail.reference?id=1000001071(2010 年 5 月 11 日) 
132明治４年(1871)２月、京都府は民業を勧奨し、物産の富殖を目的として上京区河原町二条下
ルに勧業場を設置し、そこを勧業課の出張所として勧業事務を行なった。



















   
「フルニス製造方    
フルニス 仮漆 油漆等ノ譯名アリト雖モ穩當ナラス 近年世人原語ニ慣習シ通暁シ易ケレハ宜ニ原語ヲ用
ユナル者ハ樹脂類ヲ 亜爾箇兒





ア ル コ ー ル
ト 的列竝低油
テ レ ヒ ン テ イ
トヲ用ユト雖トモ 間々亜的児










「○又乾燥セル脂油ヲ溶解スルニ殊ニ 列印油荏實油ノ類 ヲ用ユルコトアリ 此「フルニ
ス」ヲ「ラック、フルニス」或ハ「ヘッテ〔“Vet” (蘭)「脂肪」 のことか〕、フルニス」ト
名ケ 器物ニ之ヲ塗ルトキハ大氣中ニ於テ酸化ニ由リ油質乾燥シテ 凝固トナリ・・・ 













  「ダムマル、フルニス 




金具 木材等ヲ塗ルニ廣ク用ユル者ナリ 其製ダムマルハルス 十羅度 135ヲ テレピン










  「マスチックフルニス 





  「コーパルフルニス及コーパルラック 
  フルニス製造ニ用ユルハルス中コーパルハ第一ノ品物ナリトス 






  「○コーパルハ溶解シ難キ者ナレハ 通常溶解ヲ奨進セン為ニ碎末トシテ用ユ 









エ ー テ ル
中ニ浸漬シテ膨脹セシメ 次ニ序々ニ亜尓箇児ヲ加フレハ






















  ○又西印度コーパル八羅度 硫酸亜的児〔ジエチルエーテル〕八羅度 的列並低油八羅度 
亜爾箇児八羅度 以上四品ヲ合シテ溶解ス 
  ○又一方アリ 最モ良ナリトス 其法 亜尓箇児六羅度 的列並低油四羅度 ヲ合シ之
ニ 亜的児一羅度ヲ和シ 次ニ細碎セル 西印度コーパル六羅度ヲ加ヘテ 徐々ニ之ヲ
温ム・・・ 



































が ら す ば ち









































































而て之を紙に塗たる者ハ乾て後 尚粘着す  
































                                                   
136序を読むと在野の研究家であったらしいことが記されている 





























後此ノ品 民部省 139の徴募に因りて 佛國の博覧場へ出志を聞り 140 
此に因て 鮮麗なる彩畫を用ひて 丈餘の 油團
ゆ と ん
を製せんと欲れども 財力乏しく成すを
能ず 遺憾なる哉 呼鳴 
又 案に漆液ハ一種の 華爾斯
ハ ル ス






油ハ乾道に由て乾き 漆液ハ 湿道に由て乾く  
油ハ初め黄色透明にして終に赭褐色に變ず  









なれども 熱搾の品ハ □黄にして 腐敗し易し 
此油ハ 粘液水等を含が故に 之を分つが為に 久しく貯へ置き 或ハ硫酸を加へて 
撹拌し 其後 水を加て再ひ之を 洗滌
あ ら
ふ 
 ○雰圍氣中にハ 酸素を取て 華尓斯




 之を擴て薄層と為バ 其乾くこと 愈
いよいよ
急速 
 之に密陀及び 亜 鉛 礬
シンキヒットリオール
を加て 煮ハ 尚且乾固易し 






















                                                   
139明治２年７月(１８６９年８月)に太政官に設置された省庁の一つで、明治４年７月(１８７１
年９月)に廃止された。 












二十四小時にして乾ハ佳品也溶鮮したる熱物を取て扱ふ時 之を手に塗ハ能く火傷するを防く  
亦 大麻
あ さ
油ハ 亜麻油に代用す 大氣中に 乾固
か わ く
こと 同一般








  「三十 仮漆
か し つ
 勿爾尼斯
フ ル ニ ス
 










○華尓斯ハ夏月 自ら植物の幹枝より流出す。或ハ其樹身を 鑚刺 E
け づ り
Aて之を流出せしむ。流出
れバ A E凝固 E
こりかたま





ウ イ ロ ー ク
A〔薫香の一種か〕 AE列應攝 E



















テ レ ビ ン テ イ ナ
油を用て製す 又彩畫に用ゆ 
○第四属は薫陸を的列並油或ハ亜的兒に溶す 
○第五属ハ脂油 亜麻胡桃油の類 に薫陸 琥珀 會刺斯知加
















』に含まれる。『教草』は、明治 5 年(1872)から 7 年(1874)にかけてウ
イーン万国博覧会の博覧会事務局が出版したものである。『教草』は、日常生活品の技術を広く
一般に啓蒙することを目的につくられた。田中芳男(1838-1916)141が訂正増補し 30 種類の物品






































































































                                                                                                                                                     
年 6 月 25 日) 




周年を記念して 明治 6 年(1873)5 月 1 日から 11 月 2 日までの約半年間，市内を流れるドナ
ウ河畔のプラーター公園で開催された。会場の広さは 183 万平方メートル，来場者数は約 722
万 5 千人であったと記録されている
















た油として用いられていたのである。４章で述べる油画技法書、“LANDSCAPE PAINTING IN 
OIL-COLOURS”にその説明がある 148。また同油画技法書、巻末付属の NEWTON 社カタログ
にも“Pale Drying Oil”の記述がある(図 20)。 
同様に、“Alfred Clint”の技法書“A guide to oil painting partⅡ: Landscape from nature”
でも、“drying oil”の説明がある 149。また、同技法書巻末に ROWNEY 社の油画画材カタログ
が添付しているが、この中にも“Pale Drying Oil”,”Dark Drying Oil”がある(図 21)。以上のこ
とから、“drying oil”は NEWTON 社 ROWNEY 社いずれの技法書においても媒剤として取り
上げられており、製品として販売されていたことが分かる。 
 










148 “Drying oil is prepared by boiling linseed oil with certain oxides and salts of lead, which 
impart to it a power of drying with rapidity.”「ドライイングオイルは、加熱した亜麻仁油に
ある種の酸化物と鉛糖を加えて作られる。これは、速やかな乾燥をもたらす。」。 
「参考資料９.『油絵道志留邊』と原書及び筆者による翻訳の一覧表」文章番号(399)。 
149 “‐thus，The Vehicles or Mediums used for Drying and Thinning the colours，are 
composed of mixtures of these:‐thus，Brown Megilp is composed of equal quantities of 








(図 20)Landscape painting in oil colours, Winsor and Newton’s series of hand-books on art. 
with numerous illustrations vol.Ⅲ. Winsor and Newton,1856．付属巻末カタログ。 
 
 




















五十三日 三月廿ニ日 澳都維納府ニ着シ 以後博覧會出品陳列其他ノ事務ニ鞅掌〔つか
さどること〕シ同年九月歸朝ヲ命ゼラレシモ 少シク志望アルニヨリ 私費滞在ヲ請願シ
テ 聴許セラル 是ニ於テ 豫テ希望シツツアリシ 油漆髹法ノ爲メ 同府「マルガレツ
ト」街ノ室内装飾品油漆髹師「レヲポルドワイサニー」氏ノ工場ニ於テ 油漆髹法ヲ研究




 「・・・□日「ドクトル、ワグネル」151氏 某會堂ニ於テ 日本漆ノ事ニ付キ演説アリシ
トキ 漆液取扱ノ爲メ小生ヲ伴ヒ行カン・・・而シテ 此演説ノ終ニ臨ミ「ワグネル」氏 
小生ヲ指シテ 此少年ハ 當地 油漆髹法傳習ノ事ヲ希望シアル者ナレバ 聴衆中當業
ノ士 願クハ 此少年ノ志望ヲ量察シ 油漆髹ノ技術ヲ教授セラレタシト 意旨ヲ演ベ





   









工事タルヤ 小生渡航ノ後 第一着ニ注目セシモノナレバ 最モ熱心ニ研究スト雖モ 
未ダ完全ナラズ 然レトモ 傳習期日ノ制限ニヨリ 遺憾ナガラ 同年五月 澳都ヲ發シ
六月十日歸朝」  
 
                                                   
150 みやじましげる、『田中芳男伝』、大空社、2000、p.75。 
151 ドイツ出身の御雇外国人(1831~1892)。 
152 佐野 常民(1823~ 1902)は、日本の武士・佐賀藩士。明治期には元老院議員となる。日本赤
十字社の創始者。官職は枢密顧問官、農商務大臣、大蔵卿。
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E9%87%8E%E5%B8%B8%E6%B0%91(2010

















ケルガ如シ 此「ラック」ヲ類別スレバ 概ネ左ノ三種ニ過ギザルモノヽ如シ 
第一 「アルコール」製「ラック」 我國ニ於テ單ニ「ラック」ト日フ 家具其他各器物ヲ髹ルニ用フ 
「フレンチポリシ」是レナリ 
第二 「テルペン」製「ラック」  我國ニ於テ「ワニシ」又「ニス」ト稱シ 馬車其他ノ器物ヲ髹ル
ニ用フ 是レ各種ノ木脂ヲ以テ製シ得ルモノナリ 
第三 乾性油製「ラック」     我國ニ於テ護謨髹ト日フ 皮革綿布ヲ髹ルニ用フ 原料ハ亜麻仁
油ヨリナルモノナリ」 








「小生彼地ニ於テ 油漆髹法傳習中 殊ニ腦力ヲ勞シタルハ 第三種油製「ラック」ニシ




「・・・十年 各省中ノ諸寮廢止セラルヽノ際 油漆髹試驗場 及木工場等ヲ 工部省赤





















『米国博覧会報告書』はフィラデルフィア万博 153開催に先立ち、明治 9 年(1876)3 月に米国博
覧会事務局によって記された。この中に、「米国博覧会日本出品解説」がある。 
   
「第二百零一小區 油、蝋燭等 
 
  ・・・荏油は其乾き易きを以て 或は一味 或は他の顔料に和して描抹し若くば被塗し  
若くば髹漆の用に充つ 其用たる極て多し  











月から明治 16 年 (1883)8 月まで 88 冊の分冊本が出版された。原書は、William 
Chamber(1800~1883)及び Robert Chamber(1802~1871)兄弟の“Chamber’s Information for 
the people”である。「画学及彫像」は”Drawing –Painting－Sculupre”の項目の翻訳であり、明
治 9 年(1876)12 月に内田弥一 154の翻訳、内村耿之介 155の校訂により出版された 156。松永俊男
氏の研究で、第 4 版(1857 年)の翻訳であることが明らかとなった 157。 
これは、辞書による概説ではあるが、現在判明している明治以降の油画技法材料に関する記
述の最も早いものである。厳密には、工部美術学校が開設され、フォンタネージの講義が始ま





                                                   
153 フィラデルフィア万博は、アメリカ独立 100 周年記念として開催された万博である。開催
期間は、1876 年 5 月 10 日から 11 月 10 日までで、入場者数は 978 万 9,000 人であったとい
う。http://www.ndl.go.jp/exposition/s1/1876.html(2010 年 7 月 5 日)より抜粋。 
























文章番号 英語原文 内田弥一の翻訳 筆者による翻訳 
33) Since the revival of art, painting has 
taken the character of schools, each 












34) These have each certain leaders, 








文章番号 英語原文 内田弥一の翻訳 筆者による翻訳 
2) Oil-paintings are executed on a 
variety of materials, but principally 
on canvas stretched on a frame, or on 



























文章番号 英語原文 内田弥一の翻訳 筆者による翻訳 
3) These are prepared with a smooth 
coating of paint, either white, or 












4) The pigments are ground with fine 
nut, poppy, or linseed- oil, and are 
ordinarily purchased in tubes in a 













文章番号 英語原文 内田弥一の翻訳 筆者による翻訳 
5) In painting, a small portion of each  
required is placed on a thin hard 
board called a palette, which is held 
in the left hand by passing the 

















文章番号 英語原文 内田弥一の翻訳 筆者による翻訳 
6) The canvas or panel is placed on a 
stand, called an easel, and the 
colours are applied by means of 


























文章番号 英語原文 内田弥一の翻訳 筆者による翻訳 
8) As these require to be thinned, so as to 
give facility in using them, some artists 
use a vehicle technically called 
Megilp-a mixture of linseed-oil and 
mastic varnish, spirit of turpentine being 


















9) It should be remembered, however,that 
as little vehicle should be used as 
possible, too much oil giving ultimately 
a tawny hue to the picture, and too much 











10) After the picture has thoroughly dried 
and hardened, it should be varnished, to 
prevent its being soiled, as it never can 





































文章番号 英語原文 内田弥一の翻訳 筆者による翻訳 
14) 
 
When a transparent colour is passed 
over a lighter one,the process is called 
glazing; 
and when an opaque one is passed 
thinly over any other tint, it is called 
scumbling- a process restored to 
frequently in skies and the distances of 
























































ず 此品往年 舶 齎
ハクサイ(モチワタル






























と大に異なりて 夏月の衣服には最も宜しとす  





なかるべし 又此草に数種ありて 其内 尋 常
ジンジヤウ(ツウレイ
の品は 莖
長く布を製するに宜し 實の形ち小なれども其数多し 又實の大なる品あり 油を製す
るに最も宜し 然ども 其莖は尋常の者より短し・・・又、一種の和産の品あり マツバ






























































  「第六百六十六小區 大麻 黄麻 亞麻等 
 

















一方で当時の亜麻布の輸入状況については、明治 9 年(1876)の 5 月『農業雑誌』の中で「亞
麻の説」として、次のような回想を見ることが出来る。 
 
「我邦人の近頃 此布を用ふるや 日に増し月に盛んにして 上王高貴人より下士庶民
に至るまで之を以もて夏服と為すが故に 其需要はいよいよ増し 現今之れを欧米諸國
より輸入する所の高は年々數十万金にのぼれりとぞ・・・繊緯は以て『リンネン』を製し
























































































一方で、「鮭図」よりも以前に描かれた明治 5 年(1872)の「美人(花魁)」(図 22)はキャンバス
に描かれている。この作品は現存する彼の作品の中では、１章で触れた「丁髷姿の自画像」（１









「料布〔キャンバス〕 一巻七八円の物 五六巻程置くべし」176 
 








174 「参考資料 3．工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号 108。 


















































                                                   
178 「参考資料 3. 工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号 126。 
















                                                   
180 「参考資料 3. 工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号 47。 
181 「参考資料 3. 工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号 48。 
182 最新の研究では、伊藤彩料舗のラベルのある木枠を持ったキャンバスに、Newton 型の地塗














る(図 29)。調査の結果、地塗り層は、白亜または胡粉であるという 185。 白亜単独の地塗り層
は、輸入キャンバス地塗り層の分類に当てはまらず、国産の可能性が考えられる。 
 
   
                                                   
183 「参考資料 3. 工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号 109。 
184 「参考資料 3. 工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号 110。 


























番号、品名 23. 麻布 126. 塗り油 133．假漆 144．繪具 

















元年(1868) 10912 5790 113682 11371 0 0 0 0 
二年(1869) 67402 11372 181865 23324 0 0 0 0 
三年(1870) 4780 1011 310949 43112 0 0 0 0 
四年(1871) 13994 1585 169550 15206 0 0 0 0 
五年(1872) 316810 124513 517049 41624 0 0 0 0 
六年(1873) 618138 130491 612267 60754 0 0 不明 24261 
七年(1874) 98678 21714 578494 53934 0 0 不明 9975 
八年(1875) 248024 28779 624104 49559 不明 5153 不明 17647 
九年(1876) 32543 8317 479523 39826 不明 3708 不明 11848 

















                                                   
186 山口和雄、大内力編、「明治初年の貿易統計」、『東京大学経済学部日本産業経済研究所資料
５』、東京大学出版会、1968。内務省勧商局、『大日本各港輸出入物品九箇年一覧表 明治１−







































年〔頃〕 書籍 翻訳、呼称、内容 
文化 8 年(1811) 厚生新編 油画に用いる。 亞麻油〔レインオーリー（蘭）〕 
文化 11 年(1814) 西洋畫談 蝋畫油製法。 荏油 
年不詳 半日閑話 密陀油製法。 荏油〔五の油、エノ油〕 
文政 9 年(1826) 中陵漫録 オランダの技術として、油画
〔蘭画〕に用いる。 
荏油 




天保 4 年(1833) 客坐掌記 油画に用いる。 阿麻仁油〔麻油〕 
天保 8 年(1837) 泰西薬名早引 薬品原料。 亜麻仁油〔レイン・ヲーリー （蘭）、
オレユム・リニー （羅）〕 
弘化 4 年(1847) 舎密開宗 六編 乾性油の定義。油画に用いる。 乾性油〔ドロンゲーデオーリイ
(蘭）) 
弘化 4 年(1847) 本草綱目啓蒙重訂版 チャン〔油性塗料〕に用いる。 荏油 
薬用に輸入。 亞麻 








万延元年(1860) 萬寶新書 二篇  密陀假漆の製法。 亜麻仁油を荏油で代用〔亞麻油□按
ルニ荏油代用スベシの記述〕 













着色画術略説  地塗りに用いる。 レイン油 
明治 2 年 (1869) 彩色画訣  油画に用いる 罌栗油 
明治 25 年(1892) 高橋由一君談話〔回
想〕 
油画に用いる。 荏油 
明治 25 年(1892) 高橋由一履歴 
〔回想〕 
油画に用いる。 荏油〔エノアブラ〕 
明治 2 年(1869) 新法須知 塗料。 列印油 
明治 6 年(1873)  工作堤要  塗料。 列印油 
芥子油〔罌粟子〕 
仮漆 列印油〔荏油等〕 
明治 6 年(1873) 西洋百工新書 外編二  乾性油の定義。油画に用いる。 桐油 
油画に用いる。洋製。輸入。 亜麻仁油〔亜麻油〕 




明治８年(1875)  洋画見聞録 絵具を練る油。 亜麻仁油〔亜麻油、ライネエール〕 
明治 9 年(1876)  米国博覧会日本出品解説  主要な油、油画に用いる。 荏油 
明治 9 年(1876)  画学及彫像 油画に用いる。 亜麻仁油〔亞麻仁油 
linseed-oil〕 
芥子油〔胡桃油 poppy, -oil〕 
胡桃油〔Nut-oil〕 







燥が促進されるという。明治 6 年(1873)の段階でシッカチーフという言葉が用いられている。 






























新訂増補和蘭薬鏡 薬用として輸入。 乳香〔マスチキ、マスチクス〕 
天保 4 年
(1833) 
植學啓原 樹脂分に精油を含んだものと記述。 バルサム 
天保 4 年
(1833) 
客坐掌記 油画に用いる。 マスチック 
天保 8 年
(1837) 























萬寶新書 二篇  塗料としてのワニスの製法。 ベニス・ターペンタイン 
マスチック 






























































































































































































ージ講義』191である。画学の教場が開かれた明治 9 年 11 月 21 日及び翌 22 日の講義の記録が、
発見され、現在に伝わっている。この講義録の中にも、画薬調合についての記述がみられる。
ただし、卵テンペラ媒剤の処方である。 


























    
唐の土とは鉛白のことであるが、ここでは白亜と考えられている 193。講義はフランス語で行わ
れたので通訳によるまちがいであろうか 194。この中には膠の絶縁層を施すことが記されていな
                                                   
191隈元謙次郎、前掲書、三省堂、pp.143-153、1940。 
192五姓田義松は、極めて類似した処方を明治 10 年の「第一回内国勧業博覧会出品解説」 
に記している。 
「・・・悪刺比亜護謨
ア ラ ビ ア ゴ ム
 鶏卵 犬酒〔焼酎の事か〕 醋汁〔酢〕等ヲ適度ニ調和シ、鉄箆ニテ
之ヲ唐土ニ煉合シ 下塗ヲ為シ・・・」東京国立文化財研究所美術部編、『明治美術基礎資料












フォンタネージの作品「木立」には白亜の地塗り層が確認されている 195(図 30)。 
 
 











                                                                                                                                                     
ことを、私の言っていることとしてしまう。たとえば、“equivalent”あるいは“similie”とい
うところを、“eguale”とやってしまう、一人の通訳を通してするのです。」 
岩倉 翔子、「アントニオ・フォンタネージの手紙 」、『イタリア学会誌』、(16)、pp. 127-133、
イタリア学会、1968。 
195 「参考資料 3. 工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号 80。 
196 森田恒之、前掲書、p.114。  
197 幼時に第 11 代佐賀藩主、鍋島直大の御相手役となり、のち直大の世話役、また外務書記
官となる。明治 4 年(1871)、直大のヨーロッパ視察に随行し、公務のかたわらイギリス、フ
ランス、イタリア各国で洋画を学ぶ。  
198「参考資料 3. 工学機器による支持体や地塗り層の調査資料」、作品番号８。 











                                                   
200 岡山県出身。工部美術学校でフォンタネージに学ぶ。1880 年、ローマに学び帰国後、明
治美術会に参加した。 





















































いう 204(図 34)。 
 

























































現存しているイタリアの画材メーカー、マイメリ(MAIMERI)は、1923 年(大正 12 年)に設立さ
れたので、もしイタリア製であれば、マイメリとは異なる画材メーカーの製品であった 
                                                   
205彰技堂で国沢新九郎のもと学び、後に工部美術学校に入学。1889 年には浅井が中心になっ














(図 35)Landscape painting in oil colours, Winsor and Newton’s series of hand-books on art. 
with numerous illustrations vol.Ⅲ. Winsor and Newton,1856．付属巻末カタログ。 
                                                   











前出の安藤仲太郎 明治 33 年(1900)の回想 
  














二世五姓田芳柳(1864-1943) 大正 5 年(1916)の回想 
 














                                                   
211安藤仲太郎、前掲書、pp.11-16。青木茂編、『明治洋画史料 懐想篇』、pp.54-59。 
212春風道人、「現今の洋画及洋画家」、『東京日日新聞』、明治 38 年(1905)4 月連載、筆者未確認。
青木茂編、前掲書、pp.80-92。 
213 適する、高価である事をさしているのであろうか。 












前出の平木政次 昭和 11 年(1936)の回想 
 






「明治八年 村田宗清ハ 東京大伝馬町三丁目ノ絵具問屋ナルガ、或時 由一ガ天絵学舎
〔天絵社〕ニ来リ 油絵 水彩画等 器具及彩料製造法ヲ質問セリ 由一答テ曰ク、従前 
学生舶来品ノミヲ仰グガ故ニ 常に不自由ヲ感ゼリ 幸ヒニ 今ヨリ世間未発ノ製造発

























                                                   
215中村不折、「明治初年の西洋畫」、『美術写真画報』、(第 4 号)、大正９年(1920)3 月、筆者未確
認。森口多里、『明治大正の洋画』、東京堂、1941、pp.319-326。 
















(図 36) 明治 11 年(1878)1 月 10 日の読売新聞広告 
  
                                                   
218 「資料 支持体に関する自然科学的調査」、作品番号 47。 




(図 37) 明治 9 年の仲町の地図 
地図資料編纂会編、『江戸‐東京市街地図集成 5 千分の１(1)』、柏書房、1988、p.34。 
 























(図 40) 上原東一郎、『商人名家 東京買物独案内 下』、上原東一郎、1890。 
 
 










































セス 購求アリタク 附テハ其品ヲ用ヒ揮毫セシ額面其他ヲモ高覧ニ呈セレハ 画
具 丹青 巧拙ヲ辨セザルニ似タリ。因テ四方エ(ママ)広告ノタメ油画縦覧場ヲ設ケ
タレトモ 新ニ揮毫ノ分ノミニテハ 画具ノ丹青如何アラント新古油画ヲ交加 高
覧ニ備へントス 四方ノ諸君御光臨ヲ希フ也(中略) 
 








































「十三年中 工作局次長宇都宮三郎氏 先年米國費拉特費府大博覧會 222ノ節 本邦事務









1876 年 5 月 10 日から 11 月 10 日までアメリカ合衆国ペンシルベニア州のフィラデルフィアで




A6%A7%E4%BC%9A(2010 年 6 月 29 日) 
140 
 



















のは、明治 7 年(1874)9 月である。明治 10 年(1877)1 月に彼の試験場は工部省工作局に合併さ
れた。高橋由一が回想する様に、明治 8 年（1875）に宇津宮三郎等へ製造法指令請求の添書を






































































 画塾彰技堂は、国澤新九郎(1847～1877)224が明治７年(1874)に開き、明治 10 年(1877)に国
澤が亡くなってからは、本多錦吉郎(1850～1921)225が引き継いだ西洋画塾である。本多錦吉郎
は、英語の絵画理論書を数多く翻訳した。国会図書館には大正時代に本多錦吉郎の子孫によっ





油画技法書であり、油画技法材料について論じる上で重要な資料である 229(表 12)。 
 
技法書名 筆写した者、出版社 筆写年、刊行年 
「油繪写景指南」 岡忠精 筆写年不明 
「油繪寫景指南」 坂広 明治 15 年 11 月 18 日落成 
「油繪山水訣」 団々社書店 明治 23 年 9 月～明治 24 年 6 月 
「油繪導志留邊」 坂広 明治 16 年 7 月 15 日落成 
「油繪道しるべ」 岡忠精 筆写年不明 






                                                   
224 高知城下小高坂越前町に国澤四郎右衛門好古の子として生まれた。明治 3 年(1870)9 月高
知藩留学生として、英国渡航。風俗画家ジョン・エドガー・ウィリアムスに師事。明治 7 年
(1874)帰国。画塾彰技堂を開く。三輪英夫、｢国沢新九郎の画歴と作品」、『美術研究』、(第

































(図 43～44) 及びその概要を紹介された。また、｢油繪山水訣｣232との関連を推測された (図 45
～46)。 






                                                   
230 本籍 岐阜県大垣町歩行 731。明治 13 年(1880)京都府立画学校入学。明治 15 年(1882)5













の洋画技法書｣、『参考書誌研究』、 (第 15 号)、国立国会図書館参考書誌部、1977
年。 




(図 44)図 43 本文の巻頭 
 










写本(図 47～48)を紹介され、英語原書の推定 236及び確定 237をされた。 
 
                                                   
234 青木茂、『明治油画史料 記録編』、中央公論美術出版社、1986、p.147。 
235 秋田久保田藩士岡忠格の子。明治 13 年秋田県師範学校卒業。明治 14 年 5 月彰技堂入学。
































方が異なる場合もある。これらの細かな違いは 500 か所以上に上る。 
｢油繪寫景指南｣の英語原書は、Alfred Clint240, A guide to oil painting partⅡ: Landscape 
from nature,1855 である。イギリスの画材メーカーGEORGE ROWNEY 社(現在の DALER 




















(図 49)Alfred Clint, A guide to oil painting partⅡ: Landscape from nature, 1855、表紙 
British Library より筆者複写 
 
 











51) The Fitch and Sable，should be washed in turpentine at the end of a day’s painting，

















167)the leaves may be painted with solid colour，the greens composed of blue and the 
yellows，according to the intensity required． 
(佐)そして、葉には均質系の色、つまりブルーと様々なイエローを葉の色合いの強度に応
じて混ぜ合わせて作った多様な色調のグリーンを塗るのである。 











以下に英語原書の目次による文章構成を示した(表 13) 。英語原書をもとに 513 に分けた文
章に番号をつけ、章番号①～⑯もつけた。また、英語原書の語数や、二つの技法書の文字数も
                                                   
241 2009 年に国会図書館に翻訳本が寄贈された。
http://opac.ndl.go.jp/recordid/000010438579/jpn(2010 年 7 月 1 日) 
242 (筆)は筆者、(佐)は佐伯を示す。 














①   1～5 83 44 9 
②  Introduction  6～17  348 306 687 
③  Description of Materials  18～94 2073 205７ 3050 
④  The Course of Study recommended 95～110 459 334 454 
⑤  Objects in the Foreground, Middle distance, Extreme 
distance 
111～161 1634 2136 2682 
⑥  Fields, Lands, and Flat Surfaces  162～180 484 632 625 
⑦  Trees  181～264 2700 3669 3736 
⑧  Heaths and Moors 265～286 544 90 712 
⑨  Skies  287～345 1890 2748 2739 
⑩  Mountains  346～360 361 518 488 
⑪  Water  坂は(423)で終わり 361～455 2874 4359 4038 
⑫  Shipping  456～464 336 514 521 
⑬  Buildings  465～483 802 921 767 
⑭  On the Introduction of Figures and Animals  484～505 746 1665 1026 
⑮  On the Study of Pictures  506～510 141 259 374 
⑯  Conclusion  511～513 67 134 52 
合
計 
 513 15542 20386 21960 
(表 13) 英語原書の目次による文章構成 
 
｢油繪写景指南」については、坂の筆写本は、文章番号(423)で終わる。すなわち、坂の筆写


















(283)“Grey composed of blue‐black，and white，with a little red to render the grey 













「油繪写景指南」 (1)～(264) (265)~(283)欠落(英文で 482 語) (284)～(513) 
｢油繪山水訣」           (1)～(513) 






番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
142) and when they are once 
fixed，avoid altering‐












173) As a general principle，
where foliage tells light 
on a dark ground，that 
ground should be laid in 
with a deep rich 
transparent brown； 
it may be varied a little 
































番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
251) When dried by heat and want 
of rain，the otherwise greens 
and yellows may be broken and 
reduced by the introduction of 
either browns or reds，white of 




































番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 


















番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 




7) The object of this little book is，
to impart to the reader 
instruction in the Practical 
part of Landscape Painting in 
Oil Colours，and more 
particularly with reference to 



















8) I shall endeavour to convey the 
result of my experience as 


























番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
353) The general masses 
should be painted with 
large brushes in a 
flattish tint，and the light 
and shade marked on it 
while wet， 






















番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
161) In painting a stone wall 
or other rough surface，
more solid opaque colour 
should be partially 
introduced in the 
shadows，than would be 
required in representing 
smoother surfaces，they 
should，however，always 
be glazed and rubbed in 
afterwards，in order to 























































                                                   
248 赴(岡)、趣キ(坂) 
249 潤色法









23) For further information，I would 
refer the reader to a small work on 
Painting in Oil，by MR．
TEMPLETON，which，although it 
relates more particularly to Figure 
Painting，will be found to contain 
many useful hints to the Landscape 
Painter；and a reference to it will save 
the necessary of my repeating remarks 















100) The Dutch and English Schools are the 
best to be consulted in preparing the 

















番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 






329) this will give 
atmosphere，and 
without this the 
operation of glazing 
would produce an effect 
only fit to represent 
near objects；‐in other 
words，having glazed 
the sky to give warmth 
and tone，paint this 
opaque touches into the 
glaze to neutralize it，






















































 以上の分類を元に、翻訳省略の内容についてまとめた(表 14～15)。 
 
章 内容 油繪写景指南 油繪山水訣 




英語油画技法書の紹介 23 23 
ボイルド・オイルとターペンタインの調合  34 
コーパルバニス 35  
コーパル、油、ターペンタインの調合 38,39  
携帯用椅子、携帯用イーゼル 62,73~79 73~79 
携帯用収納箱 66  
携帯用腕鎮 85,86 85,86 





章 内容 油繪写景指南 油繪山水訣 
④ 
 
オランダ派、イギリス派の紹介 100 100 











                                                   
255 Salomon van Ruysdael(1600/3 頃～1670)オランダの画家。相賀撤夫編集著作出版者、『世界美術大事
典』、小学館、1990、4 巻 p.411。 
256 Meindert Hobbema(1638～1709)オランダの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書。5 巻、p.240。 
257 Albert Cuyp(1620～1691)オランダの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書、１巻、p.385。 
258 Jan Wynants(1630 頃～1684)オランダの画家。
http://japan.eb.com/rg/article-13115800?query1=wynants&query2=&query3=&query4=(2009 年 4
月 23 日) 
259 Jan Both(1615 頃～1652)オランダの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書、5 巻 p.246。 
260 John Constable(1776~1839)イギリスの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書、2 巻 p.361。 
261 詳細不明 
262 Patrick Nasmyth(1787～1831)イギリスの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書、4 巻 p.176。    
263 William Collins(1788～1847)イギリスの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書、2 巻 p.344。 
264 Augusts Wall Callcott(1779~1844)イギリスの画家。
http://www.artcyclopedia.com/artists/callcott_sir_augustus_wall.html(2009 年 4 月 23 日) 
265 John Crome(1768～1821)イギリスの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書、2 巻 p.206。 
266 Joseph Mallord William Turner(1775～1851)イギリスの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書、3
巻 p.317。 
267 Claude Lorrain(1600～1682)フランスの画家。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書、6 巻 p.348。  
268 Williem van de Velde de Oude(1611～1693)オランダの画家。又は Williem van de Velde de 
Jonge(1633～1707)オランダの画家。Williem van de Velde de Oude の子。相賀撤夫編集著作出版者
の前掲書、4 巻 p.402。  
269 詳細不明 
270 Jan van Goyen(1596~1656)オランダの画家のことか。相賀撤夫編集著作出版者の前掲書，4 巻，p.410。 
271 William Clarkson Stanfield(1779~1844)イギリスの画家。本名 Clarkson Frederick Stanfield。
http://www.123exp-biographies.com/t/00034179512/(2009 年 4 月 23 日) 
272 William Collins(1788~1847)イギリスの画家。
http://www.artcyclopedia.com/artists/collins_william.html(2009 年 7 月 16 日) 
273 Edward William Cooke(1811~1880)イギリスの画家。  
http://www.artcyclopedia.com/artists/cooke_edward_william.html(2009 年 4 月 24 日) 
274 George Chambers(1803~1840)イギリスの画家。 
http://www.artcyclopedia.com/artists/chambers_ george.html(2009 年 4 月 24 日) 
275 Richard Wilson(1713~1782)イギリスの画家及びその周辺のことか。相賀撤夫編集著作出版者の前掲
書，１巻，p.248． 









章 内容 油繪写景指南 油繪山水訣 
⑤ 
 
コーパルとターペンタインの調合 119 119 
キャンバス、ミル・ボード等による地塗りへの影響 121  
⑤ コーパル・メギルプの使用 134  
テクスチャーの定義 145 145 
⑦ コーパルの使用 219 219 
筆触、テクスチャー 225,256  








⑨ マラカイト 280の混色 293 293 
特殊な筆(アナグマ) 299 299 
オランダの画家たちの紹介 301 301 
鋭さ、テクスチャー 316 316 
⑩ テクスチャー 350 350 
⑪ 画家 Ruysdael281の紹介  427 427 
⑫ 特殊な筆(リス) 457 翻訳変更 
英語参考文献(遠近法)の紹介 464 464 
⑬ キャンバスの脱脂法 469  
葦のペン 469 翻訳変更 
ターペンタインの使用 470  
Canaletti282 471 471 
 National Gallery にある、 Rembrandt283の「姦通の女」
の紹介 
476~477 477 
ステンドグラスの描き方、グレーズの効果  479~483 英文で 221
語 
⑭ 影部分のグレーズの効果、テクスチャー 494 494 
(表 14) 翻訳省略内容“Ａ”群(重要であるもの) 
                                                   
280 マラカイト(Malachite)。岩群青、緑色顔料。現在ではほとんど用いられない。R.J.ゲッテンス、G.L.
スタウト著、森田恒之訳の前掲書、ｐ.124 
281 Salomon van Ruysdael(1600/3頃～1670)オランダの画家。相賀撤夫編集著作出版者、『世界
美術大事典』、小学館、1990年、4巻、p.411 
282詳細不明 






章 内容 油繪写景指南 油繪山水訣 
① 目次 3 3 
原著者の読者への語りかけ  11 
③ 
 
絵の具の説明 27  
マスチックバニス 31  
③ 溶き油の調合 37  
筆の選び方 45,48  
筆の保管 51,57 51，57 
画具箱の説明 59,,61  
パレットの説明 60,91,93  
スケッチ用紙 64  
キャンバスの設置法 71,72 71 
傘 81~84 80,81 
④ 
 
原著者の読者への語りかけ 95,96  





原著者の読者への語りかけ 112~114 112,113 
遠近法、画材の知識 115  
最初に描くモチーフ  117 
影の描き方  127 
⑤ 影の多様性 129  
岩の描き方  132 
グレーズの効果 136,137,139,140,142 137,142 
自然の色彩、光の反射や影 151,155,156,161 151,155 
⑥ 草花の描き方 164,167,174,178 167,178 




























川等の描き方 417,419,430~432,446,447,452 417,419,455 
原著者の読者への語りかけ 443  
⑫ 船の描き方 456,463  
⑬ 建物の描き方 465,469,475,478,479 473,474, 
⑭ 人物や動物の描き入れ 488,489 488,496 
⑭ 原著者の読者への語りかけ 498 498 
⑮ 同上 507,509,510  







番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
17) I need hardly observe，
that a power of 
Drawing correctly，and 
a knowledge of the 




should be possessed to 
a certain extent，by all 



































53) It is safer，and answers 
all purposes to use Nut 

































番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
205) A quiet day should be 
chosen：let a single 
branch，some part of 
which cuts against the 
sky，be selected，the 
larger the masses in it，
and the more clearly they 
























304) the blue must be reduced 
by the introduction of 
red，or yellow，or both，
and painted into the 
blue，not mixed up with it 








































章 内容 油繪写景指南 油繪山水訣 
② 鉛筆による素描 17  
遠近法の説明  17 
③ ターペンタインの使い方 43 43 
筆の洗い方 53  
パレットの選び方  60 
画材の購入方法  61 
⑤ 鉛筆による素描 115  
グレーズの効果 145 135,145 
⑦ 鉛筆による下描き 206 206 
野原の混色 264  
⑧ 雲の描き方(岡のみ) 313  
⑪ 水の混色、グレーズ 425,437  
下塗りの仕方 449  
⑭ 人物や動物の描き入れの例示、効
果 
487(翻刻文で 460字),505  
(表 16)追加説明の内容“Ｃ”群(重要であるもの) 
 
章 内容 油繪写景指南 油繪山水訣 
② スケッチについて  13,15 
 
③ 
キャンバスの縛り方 6７  
パレットの使い方 92 91 
④ 模写の説明 98  
⑤ 風景の画き始め方  111,123 
 
⑦ 
木の描き方 205,210 201,205,210 
キャンバスの脱脂法 220 220 
⑧ 空の描き方 261,304,307,313 304,307,326 





⑫ 船の描き方 459,464  
⑬ 建物の描き方 470,475,479,483  
⑭ 人物や動物の描き入れ 502  
⑮ 訳者本多の読者への語りかけ 506,507,508  

























番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
457) for this purpose use a long 
camel‐hair brush with a 
fine point，and thin the 














469) The canvass may then be 
lightly sponged with pea 
flour， 
and when dry either with a 
reed pen supplied with 
umber thinned with 
turpentine，or with a fine 
brush and the same 
materials；trace correctly 
the drawing， 
indicating the light and 
shade by thin and thick 




































                                                   
291 camel‐hair は、squirrel〔リス〕の毛のことである。 








番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
１２０） As the various surfaces 
presumed to the eye 
will differ in degrees of 
darkness，so should the 
depth of the study 
differ；this will be 
accomplished by 
varying the quantities 







































番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水
訣 
筆者による翻訳 
479) Where stained glass is 
required to be introduced，in 
order to imitate the 
brilliancy and great 
transparency of the colours，
I would recommend solid 
painting in the first 
instance，but very much 
lighter than the colour 
intended to be imitated，and 
let the real depth and 

































483) If a perfectly white ground be 
prepared，and tints of the 
various colours，mixed 
separately with white，be 
painted on it in small spaces，
and afterwards，immediately 
under each tint，another 
space be painted，using the 
ground for the light and 
carefully excluding any 
opaque colour，the superior 
brilliancy of transparent 
colours will at once be 
evident，and will convince 
the beginner of the necessity 
of having frequent recourse 


























































英語原書 油繪写景指南(岡) 油繪寫景指南(坂) 油繪山水訣 文章番号 
mars orange マアースヲレンズ マアスオランジ マアスヲランジ 292 
マアースヲレンジ マアスオランジ マルスオランジ 328 
Malachite 翻訳省略 同左 翻訳省略 293 
indigo 紺 E
インジゴ
 同左 インジゴ 364 
amalachite アマラカイト 同左 アマラカイト 365 
emerald green イメラルト緑 イメラルト緑 イメラルト緑 365 
イメラルドグリー
ン 
 翻訳省略 482 
scarlet lake A E洋紅 E
スカルレット
  翻訳省略 480 















                                                   
295重村幹夫、「画塾「彰技堂」の講義録「油繪写景指南」と「油繪山水訣」の関係について‐







































                                                   
298芳賀咲二、「油絵初学明治十六年」、『繪』、日動画廊、1974、pp.16-19。 
299青木茂、「油絵初学明治十四、五年」、『繪』、1974、p.17。 
300尾埼尚文、「國澤 新九郎・本多錦吉郎手沢の洋画技法書」、『参考書誌研究』、第 15 号、1977
年、pp.17－34。 
301歌田眞介、「黎明期の油画」、『SAS NEWS』、(vol.21)，学校法人高澤学園、1980 年。 
302青木茂、『明治洋画史料 記録編』、1986、pp.107-141。 
303 鯖江藩出口村〔福井県鯖江市〕の齊藤勘右衛門の二男として生まれた。明治 3 年(1870)大







(図 53)図 52 本文の冒頭 
 
 



















「油繪導志留邊」の英語原書は、“Landscape painting in oil colours, Winsor and Newton’s 
series of hand-books on art.with numerous illustrations vol. 1856.”であり、国会図書館寄
贈図書に含まれる。これは、原著者不明の油画風景画の技法書で、本文 64 ページで、巻末





(図 58) “Landscape painting in oil colours, Winsor and Newton’s series of hand-books on 



















98) but it must be used with great forbearance and caution, because, in inexperienced hands, its 














137) They are much used in sketching in oil colours from nature, to which purpose 
they are peculiarly adapted. 
(佐) 「このボードは天然から採取した色材でスケッチする場合によく用いられるが、妙に
その目的に適合している。」 








章 英語原書の目次 文章番号 
①   １～２ 
②  LANDSCAPE PAINTING IN OIL-COLOURS 3～13 
③  Implements 14～155 
④  Colours 156～368 
⑤  Oils and Varnishes 369～408 
⑥  Megilps, &ｃ. 409～462 
⑦  Glazing 463～490 
⑧  Impasting 491～504 
⑨  Scumbling 505～513 
⑩  Handling 514～523 
⑪  Light, &ｃ. 524～544 
⑫  On the mode of commencing and conducting a Picture 545～567 
⑬  The First Painting 568～595 
⑭  The Second Painting 596～618 
⑮  The Third Painting 619～634 
⑯  The Sky 635～660 
⑰  Clouds 661～688 
⑱  Distances 689～708 
⑲  Middle Distances 709～721 
⑳  Trees 722～772 










章 内容 油繪導志留邊 
③ 画具箱 19 
媒剤 101、 
④ ゴールドサイズの絵具への混入 239, 
ウルトラマリン灰 268 
オレンジクローム 311,312 
⑤ ジャパンゴールドサイズ 402 
精油の特質 403 
媒剤 405 
⑥ ミギルプ 412 
媒剤の調合 425 
コーパルの特質 437 
ホワイトラックワニス 442～462(英文で 444 語) 
⑦ グレーズと媒剤 478,479 
⑩ テクスチャー 515 
⑪ 緯度 526 
採光 528 






章 内容 油繪導志留邊 
① 表題(大)、目次 1,2 
② 表題(小) 3 






















⑥ ミギルプ 409,411,416,417,421,423 
媒剤の使用上の注意 427 
アンバーワニス 438,439 
⑦ 技法名 466 
グレーズ 477,483~487 
⑧ パレットナイフの効果 503,504 
⑨ スカンブリング 506 
⑪ アトリエの条件 534,536 
原著者の読者への語りかけ 542～544 
⑫ 表題(小) 546 
原著者の読者への語りかけ 551 
水彩絵の具による下描き 561,562 
⑬ 長い筆の効果 584 
⑭ 第二の描写の効果 618 
⑮ 第三の描写法 623,629,630,632,634 
⑯ 空の描き方 640,645,657,660 
⑰ 雲の描き方 661,679,683～685 
⑱ 遠景の描き方 692,696,703, 
⑲ 中景の描き方 719,726,728 
⑳ 木の描き方 745,746,771 





章 内容 油繪導志留邊 
② 絵画の技法と学び方 5, 
③ ガラス板と練り棒 18, 
厚紙製のパレット 25, 
21 ジャパンゴールドサイズの説明 777 
(表 22)追加説明の内容“Ｃ”群(重要であるもの) 
 
章 内容 油繪導志留邊 
② 章タイトル 3, 
読者への語りかけ 9,10 
④ 絵具 167,243,314,327 
⑨ 補色の説明 510 





























文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
526) A light which proceeds 
from the north  is best, 
because, in our latitude, it 
is most uniform 

















文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
392) Nuts oil, as we procure it in 
England, is more uncertain in 
its qualities than either 












393) and is frequently extremely 
long in drying.   
そして、乾燥するのに大変な
時間がかかることがよくある。 
805) This is the appearance which 








文章番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
242) The various colours of 
roads may be obtained 
by mixtures of Indian 
red，broken with(white 
in all cases)umber and 


















































文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
17) The Implements and Materials 
absolutely necessary for Oil 








パ レ ッ ト
 パレットナイフ 
三脚架






















18) Oil and varnish, a few colours 
and brushes, a palette, a palette 
knife, an easel, a rest stick, 
canvas, and a little chalk, will 
suffice to enable the beginner to 











文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 





268) -These are the ashes or remains of 
the lapis lazuli, from which 








文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
23) In order to enable the learner to 
make his purchases of these 
articles with safety and judgment, 
we shall offer in the outset a few 
words of explanation as to their 




412) The megilp generally in use, 
which however may be purchased 
ready prepared, is formed by 
mixing together equal parts of 
strong mastic varnish and drying 

















文章番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
61) The lid of the box should 
be made to form an easel 
when open on the knee，
and a separate 
compartment，should be 






































88) I will only observe that 
any further information 
which may be required 
will be easily obtained 






























文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
239) Unfortunately they are bad driers, 
and require to be forced, by the 










402) Japanner’s Gold Size is sometimes 
employed as a powerful means of 
drying dark and tranparent colours, 
which are in general comparatively 








７７７) The lakes, and some other colours 
which are also bad driers, should be 
forced by lusing with them a little  




















442)  White Lac Varnish (翻訳省略) 
  
ホワイトラックワニス  
443)  .-This is a varnish prepared by dissolving 
colourless lac-resin in alcohol. 
これは無色のラック樹脂をアルコールで溶解し
たものである。   
中略 444)～461) 
 461) The painting must on ｎo account be rubbed 
with any degree of force, as the alcohol of 
the varnish would  in such case 
immediately act upon and dissolve the 















文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
425 ) 
 
With this view, he will find that a compound 
used occasionally in combination with megilp, 
and consisting of one part of copal varnish, one 
part of linseed or poppy oil, and one part of 
turpentine, will furnish him with a pleasant 








437) Copal, in dissolving, swells or augments in 
bulk(like glue in water), and contracts 
proportionally in drying: it is this property 









文章番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
119) for this reason it should be 
first attended to，presuming 
in this，as I shall in every 
other case，a careful outline 
to be previously drawn，lay 
in the shadows with a thin 
transparent tint，formed of 
raw umber(if you paint with 
copal，dilute it for this 
purpose with turpentine.) 
(翻訳省略) 
故ニ形状ノ輪郭能ク整頓セ































219) In the light masses 
considerable texture being 
necessary to give the 
character of foliage，it is well 
to mix a little copal with the 






































文章番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
35) Copal varnish，prepared for 
painting，has of late years 
been very much used，and 











134) In the process of 
GLAZING，the transparent 
colours only are to be used，
with a plenty addition of 
the vehicle，(Megilp，or 























文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
433) Copal varnish.  「コーハルバニッシュ」ハ油ト混シタ
ル絵具ノ乾燥ヲ助クルモノナリ 
コーパルワニス 
４３４)  -This greatly assists the 
drying of colours ground in oil.   
これは、油に砕いて入れた絵の具
の乾燥を大きく助ける。 
440) It is of deeper colour than 
copal, and dries very slowly.  
「アンバーハニツシユ」ハ「コーハル」




                                                   





文章番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
31) Copal Varnish， コー パルバニス  コー パルバニス(コー パルモ樹脂) コー パル・ワニス、 
34) Another Megilp may be 




Boiled oil and 
turpentine in equal 
quantities，is a useful 
mixture，where a fluid 






























289) ‐it should be mixed up 
with a small quantity 
of Drying oil，Copal 
varnish，or Megilp， 
and turpentine used 
with either if required 

































さらに、それより 50 年以上経過した、1914 年のニュートンのカタログを文房堂、佐川正矩
氏の御好意で複写させていただいたが、この中にもジャパン・ゴールド・サイズ、ホワイトラ
ックワニス、コーパルワニスは存続している (図 59～61) 。1855～1856 年の異なる二つのメ
ーカーのカタログには載っている上、長い間存続していたのであるから、輸入油画画材を自由
に用いることが出来るのであれば、翻訳省略するべきではない部分である。 












(図 59)1914 年のウインザー＆ニュートン社カタログ 。文房堂、佐川正矩氏より筆者複写。 
 
 



















が見られなかった。この絵具は 1846 年に商品化された比較的新しい絵の具であると云う 322。
高橋由一のバーミリオンは、非常に粒子が粗いという。当時は、天然ヴァーミリオン(辰砂)に

























129,300,449,468 67,69,70,121,300,449,470  
綿布 129,770 なし なし 




他ノ一面,豫備ノ一面 なし なし 68,72 
添地 なし 69 なし 
畫幀 なし なし 129 






































文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
468) A Glaze is a thin transparent film of 
colour, laid upon another colour to 
modify the tone, or to aid the effect of 











470) This process of glazing is effected by 
diluting proper transparent colours 













471) Thus diluted, these colours are laid 
upon portions of the work, either in 
broad flat tints, or in touches 





474) Should it be necessary to lighten 
the tone of any part of the picture, 









475) The tints must first be concealed 
with brighter colours, of sufficient 
body for that purpose, and the glaze 
















                                                   
323歌田真介、森田恒之、「油絵修理報告」、『佐賀県立博物館報』、(27)、1975。 




文章番号 英語原文 油繪写景指南 油繪山水訣 筆者による翻訳 
137) The truth of this 
observation may be 
ascertained by selecting a 
small but light portion of 
the work，say any bit 
painted solid with Naples 
yellow and white，or with 
white，or Naples yellow，
only；touch over this part 
when quite dry with 
burnt sienna，well diluted 
with the vehicle，and it 













































文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
488) for, after all, it is preferable to 
obtain transparency by solid 

















・・・or by  
staining them with  
transparent colour thinly  
applied，by diluting it with  
plenty of the vehicle，or the  

























































(図 63)図 62 の部分図、向かって左の羽の真ん中の拡大図、兵庫県立美術館、田中千秋氏撮影 
 
 次に、 “Impasting”について記す。“Impasting”は「煉固法」と訳されている。 
 
文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
493) In oil painting, the shadows, or 
dark portions of the picture, are 








494) while the lights are laid on, or 




495) In the lights of the foreground, 
and of parts not intended to be 
remote or to "retire," the 


















文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
504) None, however, let it be carefully 
observed,but the most experienced 
hand should attempt this most 












文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 





506) Scumbling, the opposite process to that of 
glazing, is done by going lightly over the 
work with an opaque tint, generally 









510) It is thus of service both in correcting a 
tendency to muddiness or dirtiness of 
colour, and to what may be called hardness 
or over－distinctness of detail, and in 
weakening the force of colours, that are too 
powerful, by softening and uniting such 



















文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
513) Let it be borne in mind that it is desirable 
to avoid, as far as possible, scumbling 
over shadows, as an inexperienced hand 













文章番号 英語原文 油絵道志留邊 筆者による翻訳 
515) By "Handling”, is meant the 










516) exhibiting the artist's power of 
adapting certain modes and processes 
in the expression and representation of 
the different textures of objects, such as 





























                                                   
328明治 38 年(1905) 橋本邦助、辻永、『洋画一斑』。中村勝治郎、『水彩及油畫法』。 
明治 39 年(1906) 印藤眞楯、『油繪階梯』。この頃中村不折、『画道一斑』を刊行か。 
明治 42 年(1909) 大日本國民中学會(中村不折、満谷國四郎ら)編、『絵画独習書』。 
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